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1．はじめに 

パンウォール工法は、壁面にプレキャストパネルを用いる地山補強土工法である（図-１）。図-2 は、プ

レキャストパネルと地山補強土工法の関係を図示したものである。一般的には、切土しながら逆巻きで施工

していく工法である。図-3 は、施工手順をイラストにしたものである。 

この工法は、直高 1.2m 切り下げ後、パネル（1.2m）＋補強鉄筋で安定化してから、次の段 1.2m を切り下

げる、という手順を繰り返すものである。安全・スピーディ・確実に急こう配斜面を築造する工法である。

「ドボク模型」で無対策の場合と、パンウォールを用いた場合の違いを実験してみたので報告する。 

 

2．実験方法 

写真-1 が実験全景である。写真-2 が実験に用いた使用部材である。 

■実験材料 

木枠 ：木材 

ナット ：ボルトナットのナット（3 粒径） 

切土部 ：発砲ウレタン板をカットしたもの 

パネル ：ゴム板 

鉄筋 ：ガムテープをカットしたもの 

■実験方法 

木枠を 35 度に傾斜させ、ナットに滑り落ちる力を作用させる。 

切土部の板を 1 段ずつ撤去 

無対策は板のみを撤去していく。 

パンウォールは、1 段切土の板を撤去したら、パネルを設置し、下

の切土板を撤去する。 

 

3．無対策の場合の実験 

写真-3 の左が、無対策の場合の実験結果である。実験動画は、右の QR コードに示す。 

写真中に示す崩壊が発生し、斜面が不安定となる。 

 

4．パンウォール施工した場合の実験 

写真-3 の右が、パンウォール施工した場合の実験結果である。実験動画は、右の QR コードに示す。 

1 段ずつパネル+地山補強土工法を施工することで、その下段を切り下げたときに、安定が確保された。 

この実験は、ナットなので粘着力がない土に相当する。粘着力があれば安定性は増加する。 

また、模型なので 1 段の切土高さが低い。高くなると安定性は低下する。 

 

5．おわりに 

切土直高を 1.2m として、逆巻きでプレキャストパネル＋地山補強土工法で処理していく工法は、斜面安

定上は理にかなっている。ポイントは、以下の 2 点である。 

■パネルと地山を密着させる 

パネルと地山の間に隙間充填をしている。この部分を確実に行うことが大事となる。 

■地山補強土の設計を適切に行うこと 

掘削時のすべり面の設定と、その際の土質定数が、適切かどうかがポイントである。 

今回、パンウォール工法の「ドボク模型」実験を行ったが、工法にはそれぞれ特徴がある。その特徴を

「ドボク模型」で表現すると、発注者やコンサルタント、施工業者の理解を得やすくなる。是非、工法説明

に「ドボク模型」を活用して欲しい。 

  

写真-1 実験全景 

  

写真-2 使用部材 



 

 

  

図-1 パンウォール工法全体説明図 

図-2 プレキャストパネル説明図 

図-3 →→→ 

施工手順説明図 

図のように 

段階的に逆巻きにて 

施工していく 



 

 


